


古代の丘にたたずむと､はるか悠久のﾛマン

鞠智城のｼﾝボﾙです｡【音声解説】
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⑤<温故創生館＞
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※熊本県では歴史公園化を目指し、県産材をふんだんに使用した建物の復元整備を進めています。



'がよみがえる。

⑬<鼓楼(八角建物)＞
歴史公園鞠智城のシンボルです。

…

⑰<板倉＞
武器を保管した倉庫です

能

⑬<長者館＞ 柵

地元の物産品がいっぱい｡食事もで
一 一 →

さ ま 9 。

⑩<米倉>校倉造(あぜ＜らつくり）
の食糧庫です。

⑪<兵舎＞
防人たちの生活の場です。

⑮〈貯水池跡＞木簡や建築用材
などの責菫な遺物が数多く見つかっ
ています。

⑯<研修施設＞
館長講座などを実施しています。
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なぜ､鞠智城はつくられたのか？
鞠智城は､7世紀後半(約1 ,3()0年前)に､大和朝廷

が築いたl1｣城です。当時､東アジアの政治的情勢は、
非常に緊張していました｡日本は､友好国であった百済
を復興するため援軍を送りましたが､663年の「白村江
の戦い｣で､唐と新羅の連合軍に敗北しました｡このため、
事態は急変し､直接ロ本が戦いの舞台となる危険が生
じました｡そこで九州には､大宰府を守るために大野城(福
岡県)､基騨城(佐賀県)､金田城(長崎県)が造られま
した。鞠智城は､これらの城に食糧や武器､兵士などを

補給する支援基地でした。

鞠智城跡の外郭線には､土塁的景観を色濃く残す所が西側と南側

に2箇所あります｡土塁とは土砂を積み上げて築いた城壁のことです。

鞠智城跡の場合､これまで城壁の大部分は自然地形の削り出しにより

整形されたと言われてきました｡ところが､平成13年度と平成15年度の

外郭線の調査で､その見解を覆す成果が_l三がりました｡それが､ここに

I#        !;紹介する土塁です｡餅
版築(はんちく)という大陸伝来の工法で造られています｡板で外枠

き だ ん

をつくり､その内側に土砂を入れて盛土する工法で､建築物の基壇や
つ い じ く い

築地塀にも採用されました｡写真で見るように､鞠智城跡では､山の尾

根をかぎ状に切土した後に土質の違う土砂を交互に突き固めており、

非常に強固な仕上がりになっ

ています。土塁の裾には､土

留めのために石を並べてい

たことも判明しました。特に、

西側土塁線のシヤカンドン地

区では､枠づくりのための柱

穴も見つかりました。
諒 牽
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〈西側土塁線シヤカンドン＞
やせ馬状の尾根の外斜面上に土塁
が築かれています。
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の構造が明らかに
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§ 蕊慈慈識

●お問い合せ 〒861-0425熊本県山鹿市菊鹿町米原443-1 TEL O968-48-31 78
HP http://www.pref・kumamoto.jp/construction/section/onkosouseikan/    E-mail onnk

山鹿訴で下車｡ﾀｸｼーで約10分
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菊池プﾗｻ下車｡タクシーで約5分

｢酔呈土|̅ |」

鞠智城が築かれた時代とそ̅の役割につ
いて､股示と映像で学べる施設です。

2附には､公|刺全体を眺めながら休憩でき
るスペースもあります。

吉王型胄

｢畔呈土日』

温故創生館
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平1王可削畢讓9､早早蕊〔"頭到羊|獅晶瞼‘認可＊

｢諜呈平日」

｢諜呈平日』

開館時間／

休 館 日／月曜日
（但し、祝祭日の場合は翌日）
1 2 月 2 5 日 ～ 1 月 4 日

入 館 料 ／ 無 料

※ボランティアによる解説もあります。
（要予約無料）

1 78 FAX O968 - 48 - 3697
onnkosousei@prefkumamoto.|g.ip

分

o>珊彰嘩畢宜葺(p呈弓雌叩単rL！雄(pと皇年主(L哩草)里8

墨盃理

9 : 3 0 ～ 1 7 ： 1 5
(入館は16：45まで）

｡曾骨il9目きり韓("型哲("判漁刷熊|主l"1II    *( E望エ)6L8

o‘紫冒1?‘叩き早對一十弓腫土⑦猟ml" (H9)
｡？割9目基早韓(〃剪哲(β判漁珊蜂便|烈刑（Ⅱ9）

･曾凱9目§早悪〔"型者⑦当|獅珊雛( LIZ)

曾半以娚畢獅三(〃晶嶮・藷聲・蹄￥<ﾕｰｰ1畢釧幸￥

｡〉燕畢獅田等二1割-卜￥、獅省ヨニ1 311窪、獅峯豊冒1 [l#¥    "( 9 &¥)L99

。曾礼阿睡α車製旦
マ車到髄I1f¥ zl重号堀〔"諜峰マ星I、皇にﾍ燕(p冒叫*日⑦弘省'木剣隙

。(蝉(p朧塊)軍麩早脾今對。蝶加〔ｸｺﾚ￥

雲 塗

。〉毒畢獅II1暦二1M吾、卿諸聲・獅舗￥言1諦聰 主(し忌壬)999

塁 団 才 壼 運 2 呈 蕊 （ｮ亜)吾圭蕊｜

【饗2空軍鬮引鱗墨聴}漁晶離宮百二1呈詔到

。＞蛍畢獅>ド、旱 里孝卦才Y蛸に1‘孑導諦聰主(E晶壬ル99

=(Z畢王) 898
(Z製革) 869

"( Z &¥)e99
主(ｴｮﾚ￥)9ﾔ9

蝿

韮
準
一
》

轡

、
〃
』
一
一
毎
国
画
一
毎
《

覇
。

一
薄
漂雲

即
驫



 この電子書籍は、国史跡鞠智城 を底本として作成しました。閲覧を目的とし

ていますので、精確な図版は発掘調査報告等、他の書籍から引用してください。 

 鞠智城跡の発掘調査報告は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県

の教育委員会と図書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。

所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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